
PL 20

窯体外・灰原出土遺物 (3)杯B
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PL.21

窯体外 。灰原出土遺物 (4)安
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PL.22

窯体外 。灰原出土遺物 (5)仏鉢・横瓶・土師器
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ふ りがな

所収遺跡

ふ りがな

所 在 地

コ ー ド

】ヒ  糸革 東 経 調査原因
市町村 遺跡番号

やすかわてんのう

かまあと

とやま↓)ん

となみし

やすかわてんのう

162086 208099

36°  36′  51〃

(36° 36′ 40″ )

137°  00′  50″

(137° 1′ 0〃 )

土砂 採 取

安川天皇窯跡
富山県砺波市

安川天皇 26C

調査面積 調査期間

40Dド
1998.8.29～

1998.9。 26

40Dド
1999.5.24-

1999.6. 4

遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

安川天皇窯跡 須恵器窯 奈 良 時 代
須 恵 器 窯

(1基 )

須 恵 器

土 師 器

梅檀野窯跡群
で最 も早い時

期 (8世紀中葉 )

の窯跡と考え

られる。

調査要約

栴檀野窯跡群中で最 も古段階と考えられる安川天皇窯跡の調査である。 8世紀後半から10

世紀まで操業 していた栴檀野窯跡群の生産開始期にあたる 8世紀中葉に操業。窯体構造や

器種構成において 8世紀第 3四半期の福山窯などには技術的に後続・継承せず、栴檀野窯

跡群や砺波郡内でも単独的な要素をもつ。諸特徴から能登の正友ヤチヤマ窯と多 くの共通

性が認められる。窯跡群の成立には、 8世紀中葉に砺波平野東部に成立 したとされる東大

寺領荘園 (石栗荘・伊加流伎荘・井山荘)が背景にあると考えられ、本遺跡も荘園開発の

契機 となった拠点の小規模集落に製品を供給するための窯と推定される。

※緯度 。経度は、世界測地系に基づ く値。 ( )内の数値は日本測地系の値。
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